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第 5 章では，第 3 章で提案した応力緩和法と第 4 章で選定した接合法および接合条件を用いて実機製品 (cBN ・
フリット製研削砥石， Si3N 4 製ターボ分子ポンプロータ， A1 2 0 3 製高周波加速空洞カブラ ， A1 2 0 3 製イオン加速管，









(1)実用接合体に採用される代表的な継手として，平板継手 (A1 2 0 3/コバール， SUS410)，管継手(Zr02/コバー







(3) 平板継手の応力緩和法として，研削砥石を対象として，コバールの金属円板外周面に A1 2 0 3 を分割接合すると
ともに，その接合端から金属円板の半径方向にスリットを挿入する方法を提案している。
(4) 管継手については，酸素分離管を対象として取り上げ，コバール管の接合界面近傍に円周状のスリットを挿入す
る応力緩和法を提案している。さらに A1 2 0 3管/コバールフランジ接合型イオン加速管を対象としてコバールフ
ランジを薄肉化するとともに，補助セラミックス管を対称的に接合する，応力緩和法を提案している。





コバール継手， Zr02/コバール継手， Si3N 4/インコロイ 903継手を対象として、その接合法の選定と接合条件の
最適化を行っている。
以上のように，本論文はセラミックスの接合により製作される実機製品の強度特性の改善、信頼性の向上を図る上
で極めて重要な応力緩和法の確立に数多くの知見をあたえている。これらの成果は生産加工工学ならびに接合技術の
発展に寄与するところが大きい。よって本論文は、博士論文として価値あるものと認める。
